
ケアタウン構想の体系イメージ（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ともに生き、ともに支えあうまち、おだわら』 

～社会的に支援を必要とする方々を、制度的な枠組みを越えて、住民・行政・事業者が一体となって支える仕組みづくり～ 

主な課題 基本目標 施策 

①担い手の育成 

①相談・交流の場の確保

②相談体制の充実 

③交流の仕組みづくり 

④団体間の連携の推進 

②福祉意識の向上 

①相談体制の充実(再掲)

②情報提供の充実 

③身近な生活支援サービスの提供

①困難事例への対応 

・地域ケア会議の開催(地区社協、自治会、民児協、福祉施設、行政等) 
・民児協、地区社協など既存団体の事業の棚卸しと役割分担の明確化 
・地域福祉コーディネーターの拡充（再掲） 
・相談・交流の場として身近な場所に活動拠点を確保(地区公民館、公共施設)

・子どもから高齢者までが触れ合うサロン活動の実施(異世代交流) 

・地域作業所等福祉事業者と地区社協、自治会との交流・連携 

・ケースワーカーや保健師など地区担当職員の充実 
・地域福祉コーディネーターの拡充（再掲） 
・地域包括支援センターの機能充実(市の人的及び財政支援、受託者の体制) 
・地域における「便利ボランティア制度(有償)」の創設 
・シルバー人材センター等を活用した生活支援 
・社協ボランティアセンターの機能充実 

・福祉健康部内のケースケア会議のルール化 
・ケースワーカーや保健師など地区担当職員の充実(再掲) 
・地域ケア会議の開催(地区社協、自治会、民児協、福祉施設、行政等)(再掲)
・地域作業所等福祉事業者と地区社協、自治会との交流・連携（再掲） 

①地域福祉を担う人づくり 

②地域で支えあう環境づくり 

③利用者本位のサービスの仕組みづ

くり 

④災害時の支援体制づくり 

⑤行政の体制整備づくり 

・有償ボランティアの拡充 
・地域福祉コーディネーターの拡充 
・地域の人材バンク登録制度 
・多様な担い手との連携(ＮＰＯ、福祉事業者、団塊の世代、子育て世代等) 
・小学校・中学校等において福祉学習を実施 
・転入される方等に地域活動(自治会、民児協、地区社協)の情報を提供 

解決方策（素案） 

①担い手 

②市民意識 

③相談・交流の場 

④連携・活動のあり方 

⑤制度の枠 

⑥多様化するニーズ 

⑦災害時要援護者 

⑧行政への要望 
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基本理念 

資 料 １ 

①災害時要援護者への支援

・災害時要援護者(高齢者、障害者 等)と地域住民との防災訓練の実施 
・社会福祉法人等との災害協定の検討 


